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克服のために 大学はすべてに
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イノベーションを可能とする技術

知識を製品やサービス
に具現化する力

製品やサービスを経済
的価値につなげる人材

たとえば地域産業の高付加価値化に向けて
バリューチェーン全体を世界的視野で戦略化
しマネジメントできる技術経営人材
＝「世界俯瞰の匠」を育成することが地域に

おける産学連携に不可欠
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バリューチェーン

バリューチェーンの全工程を世界的視野で戦略化バリューチェーンの全工程を世界的視野で戦略化

世界に競争力ある
ﾃﾞﾊﾞｲｽ技術をもつ

世界で高付加価値
市場を拓く

物流戦略
をもつ

開発力
を強化



平成２０年１１月１７日日刊工業新聞

街の中心部にひとづくり拠点
（産学連携と大学院MOT教育）を展開

平成２１年４月１６日日本経済新聞



機能： 地域の強みを活かした産官学共同施設による、新たなモノづくりのための基礎・開発研究と実用化、
技術者のリカレント教育と高度技術者育成

概要： ナノ構造制御による機能性プラスチック材料と超精密プラスチック加工による、最先端モノづくりの推進
大学内に試作・量産ラインを意識した、精密材料加工施設と事業化推進（死の谷克服）と技術者養成

9 超精密成形加工の推進と高度機能プラスチックの開発
9 地域産業に根差した新規生分解性プラスチック開発
9 ナノ構造制御とプラスチック加工プロセスの基礎研究
9 地元プラスチック加工技術者の国家技能検定の実施とリカレント教育

山形大学プラスチック成形加工研究教育センター計画

地域・地元の企業

自動車部品、精密機器部品、包装
材等の成形・製造によってモノづくり
を支えている

プラスチック超精密加工技術プラスチック超精密加工技術
は、次世代の自動車、エレクは、次世代の自動車、エレク
トロニクス、医療・バイオなどトロニクス、医療・バイオなど
の「素形材産業」を形成の「素形材産業」を形成



産学連携成功のための要因（まとめ）

先端技術

ものづくり ひとづくり

国際レベルの有機エレクト有機エレクト
ロニクス研究拠点ロニクス研究拠点

世界をリードできるレベル

で地域のものづくり力地域のものづくり力
を高度化する研究教を高度化する研究教
育拠点育拠点

グローバルな視野で地域
基盤産業を担う経営人材
「世界俯瞰の匠」の育成「世界俯瞰の匠」の育成

1. 多様なフィールドの人々の信頼
関係

2. スキルと信頼を併せ持つひと
づくり

3. 研究とひとづくりを可能とする
「場」

4. 地域においては予算にとどまら
ない行政の当事者意識


